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野外で観察されたブトウガイ（軟体動物門 : 腹足綱 : 頭楯目 : 
ブドウガイ科）のフローティング行動
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Atsuko Kuramochi and Takashi Kuramochi: 
Floating Behavior of Haminoea japonica Observed in Field (Mollusca: 

Gastropoda: Cephalaspidea Haminoeidae)   

は じ め に
　軟体動物門腹足綱のいくつかの種類では，腹足部を水中
で伸張させ表面張力で水面に浮かび上がり移動するフロー
ティング行動を行うことが知られている（Anderson, 1971; 
Whitlatch, 1974; Bimler, 1976; Whitlatch & Obrebski, 
1980; Race, 1981; Adachi & Wada, 1999; Behrens, 2005な
ど）。この行動は，自発的に方向を決めて移動する遊泳行動と
は異なり，潮流や風などを利用して移動する，移動方向が自発
的に決定付けられない浮遊行動を指す（Armonies & Hartke, 
1995）。フローティング行動は，ウミウシ類にもみられること
が報告されているが，報告例は少ない（Behrens, 2005）。
　筆者らは，これまで記録のないブドウガイHaminoea 
japonica (Pilsbry, 1895)のフローティング行動を野外
で観察したので報告する。

資 料
　神奈川県三浦市矢作海岸の潮間帯（図 1）において，
2013年 2月13日の日中，干潮時に観察されたブドウガ
イのフローティング行動の事例をもとに検討をおこなった。

結 果
　ブドウガイのフローティング行動は， 8個体でみられた。
これらの個体の殻長は，目測および撮影した画像からの推
測で殻長およそ 5.0 ～10.0 mmであった。フローティング
行動が観察されたのは，干潮時に形成された長径およそ 3
～10mの 2ヶ所のタイドプール内であった。観察時は微弱
な風が吹いていたが，波はほとんどなかった。
　フローティング行動がみられたブドウガイは，海底を
匍匐した個体（図 2a）が，ピリヒバ Corallina pilulifera 
Postels & Ruprecht, 1840などの海藻の枝状部の先端部
まで移動後，大きく体を伸張させ，腹足を広げて海水面に
浮かび上がり（図 2b），背面を海底に向けた姿勢で水面に
ぶら下がり浮遊して移動した（図 2c, d）。ブドウガイはこの
状態のまま数mを移動した後，腹足を縮めることにより自
発的に海底に落下し，落下後はすぐに通常の匍匐移動を
行った。各個体の移動方向は，海水の移動に乗じた移動で
はなく，むしろ海水面に吹く微風による移動と思われた。

考 察
　これまでに，ウミウシ類のフローティング行動は，アオ
ミノウミウシ科のアオミノウミウシGlaucus atlanticus 
Forster, 1777とハナデンシャ科のハナデンシャKalinga 
ornata Alder & Hancock, 1864 から報 告されてい
る（Behrens, 2005）。アオミノウミウシは体内のガスに
よって水面に浮かび，カツオノエボシ Physalia physalis 
(Linnaeus, 1758)などの刺胞動物を餌に一生を外洋で浮
遊して過ごす生活史をもっており（Behrens, 2005），孵化
直後の一時期を除き，全生活史において底棲生活を送る
ブドウガイとは生態が異なる。また，底棲生活者であるハ
ナデンシャは，体内に水を取り込み体を膨らませることで
浮力を得て浮遊する行動が報告されているが（Behrens, 
2005），ブドウガイのフローティング行動では，体を膨らま
せるなど外見上の変化はみられなかった。ウツセミガイ科
のAkera bullata Muller, 1776や，アメフラシ科の複数
の種からは，側足を使い遊泳行動を行うことが報告されて
いる（Morton & Holme, 1955; Thompson , 1976）が，
ブドウガイは腹足を広げて水面に浮遊するのみで，遊泳行
動は観察されなかった。
　筆者らが観察したブドウガイのフローティング行動は，これ
までに報告されているウミウシ類のフローティング行動や遊泳
行動とは異なり，ミズツボ科のPeringia ulvae (Pennant, 
1777) （Anderson, 1971; Armonies & Hartke, 1995），ウ
ミニナ科のイボウミニナBatillaria zonalis (Bruguière, 

図 1．調査地．



38

1792) （Whitlatch, 1974）， ホ ソ ウ ミ ニ ナ Batillaria 
attramentaria (Sowerby, 1855) （Whitlatch & Obrebski, 
1980; Race, 1981; Adachi & Wada, 1999）， フト ヘナ
タリ科 の Cerithideopsis californica (Haldeman, 1840) 
（Whitlatch & Obrebski, 1980; Race, 1981），エゾバイ科
のCominella glandiformis (Reeve, 1847) （Bimler, 1976）
から報告されているフローティング行動に類似する。また，ウ
ミウシ類では，イロウミウシ科のアオウミウシHypselodoris 
festiva (A.Adams, 1861)やアオミノウミウシ科のムカデミノ
ウミウシPteraeolidia ianthina (Angas, 1864)が，ブドウガ
イと類似したフローティングにより移動することを筆者らは野
外において観察している（倉持・倉持 , 未発表）。
　軟体動物腹足綱にみられるフローティング行動の意味につい
て，Adachi & Wada (1999)は，岩礁のポケットビーチに新規
に加入した大量のホソウミニナの稚貝が個体数密度を調整する
ためにフローティングを行い，分散することにより，密度を減
少させることを報告している。しかし，本報告で観察されたブ
ドウガイのフローティングは，新規加入した若い個体ではなく，
ある程度成長した個体で観察されていることから，Adachi & 
Wada (1999)によりホソウミニナの行動から考察された理由と，
ブドウガイから観察された行動の意味は異なると考えられる。
　矢作海岸において，ブドウガイのフローティング行動は 2
月にのみ観察された。また，同日には殻長1.47～10.4 mm
の個体が同一の海域に棲息していることが確認されており（倉
持・倉持 , 未発表），フローティング行動を行っていたのは同
海域に棲息するブドウガイのうち，繁殖に参加可能な成熟し
た個体である可能性が高い。相模湾におけるブドウガイの生
活史を報告した倉持・倉持（2012）は，1~6月にピリヒバの
葉上および葉間にブドウガイの卵塊が観察され，特に2~4月
に卵塊の数が増加することを報告している。フローティング行
動がみられた 2月13日も，ピリヒバの葉間や転石裏などに
ブドウガイの卵塊が複数観察された。これらのことから，底

棲生活を行うブドウガイは，フローティングを行うことにより，
効率的な移動が可能となり，成熟した個体が繁殖行動のため
に集まることを可能としているのではないかと推察される。
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図 2． ブ ド ウ ガ イ Haminoea 
japonica (Pilsbry, 1895) の
フローティング行動．a. 海底
を匍匐する個体 , b.腹足を広
げて海水面に浮かび上がった
個体 c. d.フローティングで移
動する個体 .


